
『第 9回全国高校生環境スピーチコンテスト』 記入例 
（A4 縦型、横書き 30 字×25 行、11 ポイント、1,200 字以内） 

テ ー マ ： 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

氏  名 ： 〇 〇  〇 〇  

学 校 名 ： 〇 〇 県 立 ○ ○ 高 等 学 校  学 年 ： 〇 年  

千 葉 商 科 大 学 で は 、学 長 が 掲 げ る 基 本 戦 略 の 下 、教 育 及 び 研 究・

社 会 貢 献 を 推 進 し て い ま す 。教 育 で は「 大 局 的 見 地 に 立 ち 、時 代 の

変 化 を 捉 え 、 社 会 の 諸 課 題 を 解 決 す る 、 高 い 倫 理 観 を 備 え た 指 導

者 」 を 指 す 「 治 道 家 」 を 育 成 す る た め 、 高 い 倫 理 観 や 専 門 的 な 知

識 ・ 技 能 、 幅 広 い 教 養 を 身 に つ け る 実 学 を 通 し た 学 び を 実 践 し て

い く こ と 、研 究・社 会 貢 献 で は 、地 域 を 志 向 し た 持 続 可 能 な 社 会 づ

く り へ 全 学 で 対 応 し ま す 。  

 本 学 は 、こ の「 持 続 可 能 な 社 会 づ く り 」を め ざ す 学 長 プ ロ ジ ェ ク

ト を 起 点 と し 、幅 広 く SDGs の 目 標 を カ バ ー し 、社 会 に 貢 献 す る た

め 教 育 研 究 地 域 貢 献 活 動 を 推 進 し て い ま す 。 プ ロ ジ ェ ク ト は 4 チ

ー ム に 分 か れ 、 学 部 の 垣 根 を 超 え た 多 様 な 専 門 分 野 の 教 員 や 学 生

達 が 協 働 し て 各 種 取 り 組 み ・ 研 究 を 行 っ て い ま す 。  

プ ロ ジ ェ ク ト 1「 会 計 学 の 新 た な 展 開 」で は 、情 報 ネ ッ ト ワ ー ク

社 会 に 対 応 す る と 共 に 、 会 計 学 の 社 会 的 役 割 で あ る 意 思 決 定 過 程

の 厳 正 な 明 確 化 と 透 明 性 を 確 保 し 、 企 業 経 営 と 事 業 活 動 の 説 明 責

任 を 果 た す こ と を 可 能 と す る 対 策 を 探 求・情 報 発 信 し て い き ま す 。 

プ ロ ジ ェ ク ト 2 は「 CSR 研 究 と 普 及 啓 発 」で す 。 CSR と は ビ ジ ネ

ス 倫 理 や 政 策 倫 理 に 基 づ い て 企 業 の 行 動 様 式 を 環 境 や 社 会 へ 配 慮

し た も の に 変 え て い く こ と で す 。本 プ ロ ジ ェ ク ト で は SR(大 学 の 場

合 は USR)に つ い て 考 え 、 ESG 投 資 や 商 業 道 徳 （ 倫 理 ・ エ シ カ ル ）

教 育 な ど 幅 広 く 取 り 組 み ま す 。  



プ ロ ジ ェ ク ト 3「 安 全・安 心 な 都 市・地 域 づ く り 」で は 、市 川 市

国 府 台 地 区 を 市 川 ・ 江 戸 川 地 域 の 防 災 拠 点 の ひ と つ と す る だ け で

な く 、近 隣 の 教 育 機 関 や 病 院・行 政 と 連 携 し 、相 互 協 力 し た 地 域 づ

く り を め ざ し ま す 。 そ の た め 、 学 生 や 地 域 住 民 の 防 災 能 力 を 向 上

さ せ る 教 育 に 注 力 し て い き ま す 。 ま た 、 地 域 資 源 を 活 か す ま ち づ

く り や 安 全 な 地 域 交 通 シ ス テ ム の 形 成 な ど に も 多 様 な 主 体 と 連 携

し 取 り 組 み ま す 。  

プ ロ ジ ェ ク ト 4「 環 境・エ ネ ル ギ ー 」で は 、大 学 所 有 の メ ガ ソ ー

ラ ー 発 電 所 な ど の 発 電 量 と 大 学 の エ ネ ル ギ ー 使 用 量 を 同 量 に す る

「 自 然 エ ネ ル ギ ー 1 00％ 大 学 」へ の 取 り 組 み を 進 め る と 共 に 、本 学

が 持 続 可 能 な 地 域 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 社 会 の 核 と な る よ う 活 動 し て

い き ま す 。  

 千 葉 商 科 大 学 で は 、2017 年 に「 日 本 初 の 自 然 エ ネ ル ギ ー 100％ 大

学 」を め ざ す こ と を 表 明 し 、2019 年 に は「 自 然 エ ネ ル ギ ー 100％ 大

学 （ RE100）」 を 達 成 し ま し た 。 こ れ を 踏 ま え 、 本 年 6 月 7 日 に は

本 学 が 全 国 の 大 学 へ 働 き か け 「 自 然 エ ネ ル ギ ー 大 学 リ ー グ 」 を 設

立 し ま し た 。 同 リ ー グ で は 自 然 エ ネ ル ギ ー の 活 用 等 を 通 じ て 大 学

活 動 に 伴 う 環 境 負 荷 を 抑 制 し 、 脱 炭 素 化 を め ざ し ま す 。  

 自 然 エ ネ ル ギ ー 1 00％ 大 学 と し て 、こ れ か ら の 日 本 社 会 を 担 う 高

校 生 の 皆 さ ん に 地 球 温 暖 化 対 策 や エ ネ ル ギ ー 問 題 な ど の 重 要 な 社

会 課 題 に つ い て 、 ど の よ う に し た ら 持 続 可 能 な 社 会 を 築 い て い け

る の か 、 自 分 自 身 の 考 え を 発 表 し て も ら う 場 と し て ス ピ ー チ コ ン

テ ス ト を 開 催 し ま す 。  

（ 1,196 文 字 ）  

 


